
            

                

 

『 静かな決意、歩みの先に、光が満ちる 』 

                         校 長  

 秋も深まり、朝夕の冷え込みに季節の移ろいを感じるようになりました。学習や行事を

通して、生徒たちの表情には、確かな成長の跡が見られます。進級や進路、卒業への意識

も少しずつ高まり、晩秋の静けさの中で、次のステージへの準備が始まっています。 

 １０月１０日、佐倉ハーモニーホールで合唱祭が開催されました。「天歌夢奏～歌で伝え

るクラスの絆 記憶に残る音楽を～」のスローガンのもと、各学級、思いを重ねた歌声を

響かせ、緊張感のある中で練習の成果を発揮し、感動的な舞台となりました。審査員から

は「のびやかで素直な歌声が印象的でした」との温かい講評もいただきました。仲間と協

力する喜びや達成感を味わったこの経験が、卒業式へとつながっていくことを願っていま

す。ご来場いただいた保護者の皆様に、心より感謝申し上げます。 

 １０月１６日の第２回進路説明会では、多くの保護者の皆様にご参加いただき、ありが

とうございました。３年生は進路選択の重要な時期を迎えています。生徒が自らの希望や

適性に応じた選択をするには、保護者の皆様の責任ある関わりが大切です。家庭での温か

い励ましや冷静な助言が、生徒の意思決定を支える大きな力となります。今後も学校と家

庭が連携し、生徒の未来を共に支えてまいりましょう。 

 １０月２２日、１年生が上野恩賜公園で校外学習を行いました。「一致団結～心に残る最

高のひとときを～」のスローガンのもと、雨の中でも班で協力し計画を実行することで、

多くの学びを得ました。できたことは自信につなげ、改善点は日常生活の中で意識して改

善を続け、来年度の校外学習に向けて、さらに力を付けていってほしいと願っています。 
 １・２年生の中には、「進路選択はまだ先のこと」と捉えている生徒もいるかもしれませ

ん。しかし、進路選択は「生き方の選択」であり、キャリア学習は１年生の段階から意識

して取り組むべき重要な学びです。日々の授業や体験活動の積み重ねが、将来の選択につ

ながります。校外学習や福祉体験なども、進路を考える貴重な機会です。保護者の皆様の

温かい励ましと責任ある関わりが、生徒が自ら考え、決める力を育みます。 

 家庭学習については「学習習慣の定着」や「アウトプット中心の家庭学習」に加え、こ

れからは学びの質をさらに高める段階へと進んでいきましょう。学習習慣が身についたら、

次は「振り返り」と「応用力」を意識してみましょう。毎日の学習後に「できたこと」「わ

からなかったこと」を簡単に振り返ることで、自分の理解度を確認できます。また、学ん

だ内容を他の教科や日常生活と結びつけて考えることで、より深い理解や応用力が養われ

ます。生徒の皆さんには、自分の学びを工夫しながら進めてほしいと思います。保護者の

皆様には、温かく見守りつつ、適切に声をかけていただくことで、よりよい学習効果が期

待できます。 

 生徒たちはそれぞれの歩幅で、確かな一歩を踏み出しています。日々の学びや行事を通

して育まれる力は、やがて自らの未来を切り拓く原動力となるでしょう。私たち教職員は、

生徒一人ひとりの「決意」を尊重し、その歩みを温かく支えてまいります。保護者の皆様

には、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 



  


